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令和７年度 第２回 旭川市ＧＸ懇談会 会議録 

 

 

日 時 令和７年１０月２８日（火） 午後３時００分～午後４時００分 

場 所 旭川市総合庁舎７階 多目的室（旭川市７条通９丁目） 

出席者 

参加者 

９名 

阿彦氏、加藤氏、近藤氏、須田氏、寺島氏、 

古川氏、三本氏、宮本氏、森田氏 

説明者 

４名 

株式会社 建設技術研究所（梁田氏、五十嵐氏、齊藤（恵）氏、

高畠氏） 

 

事務局 

 

４名 

環境部（安富ゼロカーボンシティ担当課長、坂田主査、齋藤、矢

吹） 

 

会議の公開・ 

非公開の別 
公開 

傍聴者 なし 

議 事 

１ 開会 

２ 報告・説明 

（１） 調査等の実施状況について 

（２） ゾーニングマップ（途中経過）について 

３ 意見交換等 

４ その他 

５ 閉会 

会議資料 

＜配付資料＞ 

・資料１ 旭川市ＧＸ懇談会開催要綱 

・資料２ 旭川市ＧＸ懇談会参加者名簿 

・資料３ 旭川市ＧＸ懇談会座席表 
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・資料４-１ 調査等の実施状況について 

・資料４-２ ゾーニングマップ（途中経過）について 

議事内容等 発言者 発言の要旨 

１ 開会 事務局  

２ 報告・説明 説明者 （資料４-１、資料４-２により説明） 

３ 意見交換等 進行役 

 

参加者 

 

説明者 

 

 

参加者 

 

説明者 

 

 

参加者 

 

 

説明者 

 

 

 

 

進行役 

 

説明者 

 

参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明について質問等はあるか。 

 

旭川市行政区の区界近隣の他市の調査は実施しているか。 

 

あくまでも旭川市内の状況の把握としているが、区界地域につい

ては市外の部分の状況も一体的に把握している。 

 

周辺市町村への影響も考慮しているということか。 

 

区界部分について、周辺市町村が保全エリアとしているなどの重

要配慮事項の有無についても把握していきたい。 

 

河川のエリアはどこを調査したかを示していただけるか。また、ヒ

アリング先は河川事務所等、河川関係者も加えてもらいたい。 

 

河川関連については水辺の国勢調査という動植物の調査が国土

交通省で定期的に実施されているので、その情報を活用していく予

定。その国勢調査を踏まえ、必要に応じて河川関係各所にヒアリング

を実施しようと考えている 

 

どこの河川を調査したのか教えていただけるか。 

 

現地調査は資料の５地点となる。 

 

水辺の国勢調査は５年に一度であり、範囲も限られるため、情報

としては不足する部分もあるのではないか。保安林等関係者にヒアリ

ングを行えば足りるという考え方もあるが、各林地は河川ともつなが

っており、市内に河川がたくさんあるので河川情報や河川関係者へ

のヒアリングは重要と考える。 

また、参考文献について、この文献をベースとする選択は良いと思

うが、近年、神居山・嵐山等で植物の新種が見つかっている。その情

報は追加されているか。 
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説明者 

 

 

参加者 

 

説明者 

 

 

進行役 

 

 

説明者 

 

 

参加者 

 

 

 

説明者 

 

 

 

 

 

参加者 

 

 

説明者 

 

 

参加者 

 

 

説明者 

 

参加者 

 

 

説明者 

 

参加者 

新種植物についてはまだ追加していない。ヒアリング等を踏まえて

今後できる限り追加していきたい。 

 

新しい情報をできるだけ加味した方がよい。 

 

ヒアリングのほか、道庁の環境アセスの情報が一部公開されてい

るので、それにより新しい情報の追加を行う予定。 

 

気候変動により新種が出てきているようなので反映していただきた

い。 

 

昔は見られなかった植物・生物が、最近よく見られるようになったと

いうこともあるので、新しい情報を反映させるようにしたい。 

 

２４ページの農用地区域についての検討課題が非常に大事だと思

う。ある農業者が導入に手を挙げたが、周りとの軋轢が生じたという

事例もあるため、慎重に検討するべき。 

 

農業は旭川市の地域特性でもあり、かなり丁寧に検討すべきと認

識している。JA へのヒアリングや、農業者、特に大規模営農を行って

いる方々へのアンケートにより再エネ導入への懸念事項や農業にお

いて大切にしているもの等の声をしっかり把握し、農業と再エネの共

生を目指すため、網羅的な調査を進めていきたい。 

 

神居山から流れている川水を飲料水として使用している人もいる

ので、影響調査を追加してもらいたい。 

 

太陽光の造成時に場合によっては川水が汚れる可能性もあるの

で、市内取水地について調査を追加する。 

 

そこだけではなく、旭川市内には簡易水道を使用している地域もあ

るので、そういったところも拾っていただきたい。 

 

承知した。 

 

山林の関係で東側の東旭川の奥の方に道有林で保安林となって

いる区域があるので、北海道の担当にも確認した方がよい。 

 

北海道の担当部局にも確認を行う。 

 

関係者ヒアリングについては１１月実施か。 
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説明者 

 

参加者 

 

 

説明者 

 

 

 

事務局 

 

現時点で未実施のところについては１１月に実施予定。 

 

周辺市町村と接する部分の重要エリアの調整はどのように行うの

か。 

 

周辺市町村の地域特性、条例、マップ、環境保全に関する情報も

確認を行う。それにより配慮事項を整理しマップにも反映させていき

たい。 

 

近隣自治体との情報共有をしっかり行っていく。 

 

４ その他 

 

 

 

 

 

 

 

進行役 

 

 

 

進行役 

 

事務局 

 

その他について参加者から何かあるか。 

 

（なし） 

 

事務局から何かあるか。 

 

ありません。 

 

５ 閉会 事務局  

 


